
る0--･ホソザルの郡九の統令原理の1つとして爪耶位制が

あげられるが,抑 制IIA札とくにそのおとなのメスの
JHJでは,非偶に大きなポピーレ-シBソ･サイズのた
め,mltの'mTl斑知な併収としたnVi位がidll'1'の耶れと川

じように成り立っているとは埠えにくい｡また,皿'Ilt'の

群れで考えられるような胴体nり関係から群れの統合を仰

nJ]することは悶封F.である｡そこで,この群れのおとなの

メスの問の)tn位関係を調べることによって,この群れの

統合の問題の郎明に新手し,また-紗 こ順位が群れの統

合に穴している役'!;11を分析しようと試みた.

珊:Jl.a, 郡̂のおとなのメスのうち個体識別を行なっ

た140硯のrJ'T)のm位テストを行ない,B群では40頭のお
となのメス関のIW1位テストを行なった. また血縁関係

を抑定す るために,おとなのメス同士で祝祭された,

Fr00rning.作の接触を行なった何体関係,改野的交抄に

おける協力のケースを企て氾放した｡まだ十分な分析は

行なってはいないが.以下にhf.･.火な列氾する｡①おとな
のメスの各仰 †:についてmLi位がはば呼しく僅gJlなつけら

れない相手佃休は, 札̂ 13郡とも約100/o相成は見られ

た｡③Jln位が称しい (または不安斑な)仰附W係が見ら

れた理由の1つは,卿 J'ELたメスが.そうでない状lAiの

ときよりも段位にふるまうのが見られたことである｡◎

血縁関係があると推定される何体nLnでは,ほぼ同じよう

な順位に位置するのがみられた｡

以上,A群,B群ともに,おとなのメスのr川ではある
程度の不安定な順位関係が見られたが,花村LLたメスに

よる影野のない非交尾期に今一度順位テストを行なう必

要がある｡

設定課題 5.行動の発現機序に関する神経生理学的研究

ニホンザル脳の老年変化l)

難汲 益之 (岐大･医)

ニホソザルの脳に見られた老年変化については,すで

に難汲らの報告があるが,老年変化の1つであるマ1)ネ

スコ小体,老人斑の分れ 微細耶辺については従来報位

がない｡

ニホソザルの隅の老人仙 ま終脳皮TItJjT3-r'脚こ庇も

多いが,ml朋,時に髄J門にも見られる.終脳ではmIj.四
･lBI札 GI桃核,･7;円犬札 側iJ椚田に見られ,ヒトのそれと

ほぼ同じ分和を示す.光跡では核とそれを摂りまく挺,

冠から成るもの.原始老人H.附I.･7;'Bを77:･すものが見られ
る｡老人班に接した血筋蛇がその核とhl】じ淡色性 (メク

タロ11ジー)なBL,lTll幣との関係で興味ある像が見ら

れ九oTE折柄辻では,核は太さ90､100Aの抑線維の担

郊な交錯から成り,アミtlイドの桐造に一致する｡この

アミロイドはその周辺部の神経突起,グリア突起間に放

射状に拡がっており,限界膜は認められない｡

ニホソザルの黒質神経細胞核内に出現するマ1)ネスコ

小附ま乍E疏下で4型の炉型があり,それぞれの微細耶辻

は以下の3nりである｡I迅 ;-nj:径200-450Aのm粒のJj!

合件o1t型 ;Ⅰ型の一部に流行1(氾-200Aのm相の帝･yi
したT)ソグ状部分をもつoTlt犯',Tl刑に見られるリソグ

状部分が叩独で1(-･在する｡Ⅳ迅 ;rh50-100Aの線維が

線維東を形収し,IAll.の中央.LT15をrtいて光る.粗放化'III:
的には.UtF'_lrJと色に陽性で,ペプシソおよびトt)ブシソ

に刑化されるがl)ポヌクレアーゼには形坪を受けないo

対mとして比校したヒトのマ1)ネスコ小作もTtiWt下で同

1)池m研二 ･幻m絞(以上 岐大 ･医)との共同研究.

じ研型と形.QB.な和するが,桝成繋訳であるTl'l相の大きさ
はニホソザルに比しやや小さいo組純化学的にもほぼ同

所見をilF7TLL,耶成成分は抗日Tfである｡

小脳-視床一適合預投射の栂能に関す る研究2)

佐々木和夫 (京大 ･医)

軽いネソプクール妹軒下のアカ〆1)･'ルな用いて,小月絹
枝の叩一花気刺批により大脳Lkhilに禿呪する応芥を比TI

茨両の和犬花押と皮TfrJlに刺入したガラス微小花押によ

り分析した｡-.1'郡のり湖 では.祝脚こも刺放ILtI稀を定位

的に挿入し,小脳核刺故とのr叩迎において皮Ti応芥の抽

話寸を試みた.主なもfi-nミほ次の如くである.

1) 小脳核の刺i馴こより大隅比TIに現れる応料 t,運動

侃(節4及び6TP･)とmLm灘iL!令例 (卯5野)に択nl7)し
ている.筏者は97･;-i;･叩により瓜近ネコで兄ILほ れた応答

に対応するものである｡

2) 運動領に現れる応答は主として反対側′川削.位核と

外側核刺撤により苑現し.抑 こ外側核刺故により運動餌

の下部 (外側珊)に軟く現れる.小脳内側核の影野は反

対側運動何上部に現れるが,あまり著明でないことも多

い.野iFl柴の応料 土中附内側核刺故により発現し,刺激
と反対側に智明であるが,同側にも認められる｡

3) 微小TE梅による大脳皮質屑的フィールド電位の分析

により,運動領に現れる小脳外側核からの応答はm岬約

3msecの衷屑陰性変動であり,茨両から1,CKX)～1,500/i

の附近で陽性に逆転する変累が主である｡小脳内側核刺

激による応答にも上記の更新が認められるが,それに寿,'1

2)川口三郎 (京大 ･医)･久保m枕(㍊r<研)･刑)HJl三
樹 (京大 ･理)との非同研究｡
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く搭時約5msecの表層陽性波が苦るしい.これは表面か

ら5(氾p附近以下で陰性となる｡

4) BJi供水の応答は,表層陽性で,500p附近で陰性に

近松する花位変化を示す.

5) 上紀の結果は,正長桁より下等な動物の場合 (ネ

コ.ウサ4･'g･)と,その小脳利敵による応答の大脳皮質

分和では一致するが.応答の皮J質内層的花位において著

しくダもっていることは注目に値する｡その践能的意味を

氾求するため視床核利敵を同時に行なったが,多くの突

放例が必要なため,日下研究醗行中である.

蛇光法によるサルの中枢モノアミン作動性神

経路分布図の作製l)

田中千賀子 (京大 ･医)

藤田 雄三 (同 上)

島田 祥三 (同 上)

rI収 モノアミソ作動性神経路の班光粗放化学的研究は
ラット.その他の哨乳動物で報告されているが,盟長班

に関する研究はまだ報告をみない｡われわれは高次栴神

･神経機憶研兜におけるサルの誼変性を考え,サルの脳

･t･ノアミソ作動性抑経路を同定するために木研究を計画

した｡脳定位手抑こより,朴経路故地を行ない,班光粗

放化'II':lI'･)に4･ノアミソ合布神経細胞の分布とその線維述

純なD.'4べた｡

アカゲザル4流に脳定位手術を行ない,特定の神経

核,神経純な花見次回により破壊,切断した.さらに薬

物処Bvlに上り,脳アミl/先を柑只的に増減させる方法を

I)r･JllLた｡以上の処旺なしたサルについて,脳の述綻切

片な作成し.班光粗放化学的にモノアミソ神経路の分布

な調べ,さらに,モノアミソ及び関連酵素の神経化学的

分布をもalJべた｡

その紙札 ノルアドレナ1)ソ(NA)性神経,中枢N

A性神経細胞の分-JPは橋被蓋の青斑核,青斑核下に大部

分が鵜申し,その他 延髄網様体の腹外側にも神経細胞

がある｡青斑核から上行性NA性背側路,延髄網様体お

よび青捉核から上行性NA性腺側路を形成していること
がわかった｡また, ド.ミミソ(DA)性神経細胞体は,-n
質 parscompacta,中脳網様体および脚問核をとりまく

脱側被蓋に典中しているo虫質のparscompactaからは

線状脚こ線維を送って,忠質一線条体路を形成している

こと,腹側被蓋からは辺縁系へ線維を送っているらしい

ことがわかったが,この点に関しては,さらに政填実欧

が必安である｡

以上の結米から,モノ7ミソ細胞の分布は,基本的に

1)*研兜の内容は,約17回日本神経化学会,節46回日
本発Pji学会近故部会で発表の予定である.

は胡乱動物に共通のバターソを示すが,詳抑こ祝祭する

と,NA細胞の分布はラット,ジャワザルのそれに似て
おり,ネコ,イヌの分布とは光る｡NA性線維火の先行

は動物間にかなりの差が存在することが明らかにされ

た｡

視覚性短期記憶の神経稜揺2)

岩井 栄一 (都神経科学総合研)

以前の実験で,猿のDtll頚英のうち下部側成田は祝党性

弁別学習神経枚掛こ極めて筑要な役割をAiLしているとい

う知見を得ているO反面,この慣城が視覚性記憶の神経

機構にも関与しているかについては解明されていない｡

本プ3欧の目的は短期記憶テスト課題と一般的に考えられ

ている遅延標本照合学習に対する側頭菜視覚学習閃迎in

城の部分別除効果を換討し,併せて,短期記怯神経機榊

の関連銃野を解明することであった.

攻近の突放で,下部側頭回前半部別除猿は遅延色彩標

本附合学習の疏著な保持能降雪を示すが,後半部削除位

は殆ど陣容を示さないという結果を得た｡この際,前半

別除猿は標本照合課題における遅延条件の有無,さらに

は遅延時間条件に関係なく,一校に疏著な師詩を示し

た.したがって,上記実験紡央からは下部側疏回前半細

別除猿が示した遅延標本照合学習の抹持綻抑抄ま矩】町記
憶機榊の陣賓に基づくものと将純には結諭し紺ない. こ

の間超を検討するため,今回の実畝では,排水刺故の凸

示と,テスト刺激の昌示との柑1ul的遅延条件のダ(iなる(ln】

咋畠示,0秒遅延,5秒遅延,10秒避妊の4条件)･I放

題について,側頭5'R:{rm分別除碇の再学習の可惰性とその

再･11IL4･習に繋する試行回数の益只を検討した｡

方 法

71一法は ｢遅延色合わせ証跡こおける下部側BT1回の部分

破壊の影響｣ (非探･久保田･岩非 '･円木心理学会禿袈

訳文柴,1973年)に記載したものと,再学習させる手枕

き以外は,まったく同じである｡

結 果

下部側頭回後半部削除猿のみならず,前半部別除毅も

4裸超のいずれについても,長期間の再訓練臥 再学習

し得た.再学習するまでにおかした試行の誤数に基づく

群平均節約率は,同時呈示課題,0秒避妊祝M,5秒避

妊課題,10秒遅延課題の各々について,後半部削除郡で

は0.71,0.97,0.95,0.21であったが,前半部削除郡で

は0.43,0.47,-0.64,-0.13であった｡すなわち,Tは

半部別臨猿は遅延条件がないか,またはきわめて短い放

題では再学習避相を殆ど示さないが,遅延暗い】条件を明

確に設定した課題では跡著な陣容を示した｡

2)非探允子･久保田奴(以上,翌技研)との共ru】研究o
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